
本日の説明内容について
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１．これまでの経歴

２．電気職としてのこれまでの体験談

３．電気職の配属先（主な例）

４．ワーク・ライフ・バランス（休暇制度）について

５．最後に、本日参加してくれた皆様へ

６．質疑応答（約15分）



これまでの経歴

経歴
■2015年3月大学卒業
■2017年度入庁（入庁8年目）

入庁後の勤務課所・担当業務

■企業局 鹿行水道事務所 浄水課（2017年度～19年度）
■担当業務
・浄水場施設（上水・工水）の維持管理
・修繕工事の設計・施工監督

■土木部都市局 住宅課 住宅建設・再開発Ｇ（2020年度～21年度）
■担当業務
・県営住宅の建替事業に係る電気設備工事の設計・施工監督
・県営住宅のエレベーター改修工事の設計・施工監督

■病院局 県立中央病院 施設課（2022年度～23年度）
■担当業務
・病院施設の維持管理
・病院の設備工事の設計・施工監督



これまでの経歴

■土木部営繕課 電気設備Ｇ（2024年度～）
■担当業務
・県有施設の電気設備工事に係る設計・施工監督

これから県庁を目指す学生に対するメッセージ

電気職の仕事は、縁の下の力持ちとして生活基盤を電気の分野で支えるも
のです。県民の皆様が安心して生活できる社会を支える仲間として、一緒
に働きましょう。

茨城県を志望した理由

大学で研究開発を行っていくうちに、人の生活インフラを支える仕事に就
きたいという思いが芽生えました。その中で、生まれ育った茨城で生活イ
ンフラに携わる仕事があると知り、茨城県庁の電気職を志望しました。

入庁後の勤務課所・担当業務



２．電気職としてのこれまでの体験談①
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企業局鹿行水道事務所（3年間）
＜担当業務＞
◆浄水場設備の維持管理
◆電気設備の保守点検、改修工事
◆省エネ法に基づく省エネの推進 など

水道事務所ってどんなところ？



２．電気職としてのこれまでの体験談②
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土木部都市局住宅課（2年間）
＜担当業務＞
◆県営住宅の建築電気設備の新営工事
◆県営住宅のエレベーター設備の改修工事
◆建築電気設備としては、受変電設備、照明、
コンセント、自動火災報知設備などがあります。

住宅課ってどんなところ？



２．電気職としてのこれまでの体験談③
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病院局県立中央病院（2年間）
＜担当業務＞
◆病院の維持管理業務の発注・監督
◆病院の建築設備の改修、修繕工事
◆法令に基づく定期報告等

中央病院ってどんなところ？



２．電気職としてのこれまでの体験談④
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土木部営繕課（8か月～）
＜担当業務＞
◆県有施設の建築電気設備の改築・改修
◆建築電気設備としては、受変電設備、照明、
コンセント、自動火災報知設備などがあります。

営繕課ってどんなところ？



電気職の配属先（主な例）
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●本庁
・営繕課
・管財課
・企業局施設課 など

●出先機関
・下水道事務所
・水道事務所
・ダム管理事務所
・県立病院施設課 など



電気職の仕事風景 工場における製品検査
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電気職の仕事風景 工事監督（ポンプ場の流量計交換工事）
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ライフ・ワーク・バランス（休暇等）
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●休暇
・年次休暇 20日、夏季休暇 5日 取得（令和5年実績）
・忌引休暇 3日（令和4年実績）

●テレワーク
●時差出勤


